




Ⅰ熱性疫痙攣患者の追跡調査(第 2報)

　熱性痙撃は小児期の痙撃性疾患のなかでは最も頻度の高いものてあるが,そ

の予後については必ずしも意見の統一をみていない。

　私達は熱性痙攣患児の追跡調査を岡山市の 3 才児健診例 316 例(調査時年令

6才 8カ月から 7才 7力月),および当科の例 263例(調査時年令 7才から 22才,

平均 10 才)について行ない,次の結果を得た。


